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風情ある漁師町が活気づく佐田神社例大祭。勇壮豪快な神輿渡御は、阿波水軍の大将・森家の城下としてにぎ
わった椿泊ならではの伝統美。勢いづけのかけ水が掻き手を高ぶらせ、500kgもある神輿を渾身の力で運ぶ。



　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
決

算
概
況
お
よ
び
平
成
24
年
度
予
算
に
係
る
財

政
事
情
を
こ
こ
に
公
表
し
ま
す
。

  

平
成
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年
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日　
　

  

阿
南
市
長　

岩
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財
政
事
情
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
環
境

に
係
る
事
業
を
優
先
し
、
長
期
的
視
野
で

の
予
算
の
編
成
・
執
行
に
努
め
た
結
果
、

９
億
５
千
万
円
余
り
の
黒
字
の
決
算
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
の
決
算
概
況

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
別
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
、
併
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
各
会
計
の
決
算
は
、
議
会
の
承
認
を

得
て
確
定
し
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財

政
構
造
の
硬
直
化
を
示
す
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
が
85
・
1
％
と
な
っ
て
お
り
、
義

務
的
経
費
な
ど
経
常
経
費
の
割
合
が
や
や
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
の
低
迷
等

に
よ
り
、市
税
等
が
減
収
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
24
年
度
予
算
の
執

行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
引
き
続
き
慎
重

な
財
政
運
営
を
は
か
り
、
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成23年度決算概況と
平成24年度財政事情のあらまし

経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
指
標
で
、
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新
た
な
行

政
需
要
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
、
財
政
構
造
に
弾
力
性

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
で
、
年
々
持
続
し

て
固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
い
い
ま
す
。

１．決算収支の概況 ３．市税の内訳

２．収入の概況

歳　入　総　額 A 329億3,122万円

歳　出　総　額　　 B 316億8,638万円

歳入歳出差引額（A－B） C 12億4,484万円

翌年度へ繰り越すべき財源 D ２億9,370万円

実　質　収　支（C－D) ９億5,114万円

交通安全対策特別交付金
1,008万円（0.0％）

ゴルフ場利用税交付金
2,908万円（0.1％）

配当割交付金
3,583万円（0.1％）

利子割交付金
4,312万円（0.1％）

自動車取得税交付金
5,243万円（0.2％）

株式等譲渡所得割交付金
6,785万円（0.2％）

地方特例交付金
9,451万円（0.3％）

地方譲与税
３億5,963万円（1.1％）

地方消費税交付金
６億7,989万円（2.1％）

県支出金
17億3,338万円（5.3％）

市債
24億7,590万円（7.5％）

地方交付税
40億8,542万円（12.4％）

国庫支出金
40億8,711万円（12.4％）

繰越金　16億8,938万円（5.1％）

諸収入　11億7,365万円（3.6％）

使用料および手数料　４億9,059万円（1.5％）

分担金および負担金　４億6,948万円（1.4％）

繰入金　２億2,434万円（0.7％）

財産収入　１億690万円（0.3％）

寄附金　１億136万円（0.3％） 

国有提供施設等所在市町村助成交付金
106万円（0.0％）

歳入合計
329億3,122万円

（100％）

市税
149億2,023万円

（45.3 ％）

　　

依
存
財
源
　
13
7億
5,
52
9万
円
（

41
.8％
）　　

　　　　自主財源　
191億

7,593万
円
（
58.2％

）　

　　　　

市民税
49億824万円
（32.9％）

固定資産税
93億3,097万円

（62.6％）
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特別土地保有税
１万円（0.0％）

鉱産税
７万円（0.0％）

軽自動車税
１億8,419万円

（1.2％）

市町村たばこ税
４億9,675万円

（3.3％）

法人
19億8,614万円

（13.3％）

個人
29億2,210万円

（19.6％）

交付金
3,398万円（0.2％）

 土地
18億662万円

（12.1％）

家屋
25億2,897万円

（17.0％）

償却資産
49億6,140万円

（33.3％） 
 

市税総額
149億2,023万円

（100％）
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し
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れ
て
い
る
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で
、
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政
需
要
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力
的
に
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で
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さ
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経
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人
件
費
、
扶
助
費
、
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債
費
な
ど
で
、
年
々
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固
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４．歳出の概況

７．行政経費支出の概況 ６．市税負担の概況

歳出合計　316億8,638万円	

災害復旧費 4,171万円（0.1％）
労 働 費 １億3,553万円（0.4％）
商 工 費 ２億6,362万円（0.8％）
議 会 費 ３億6,135万円（1.1％）
農林水産業費 ６億2,374万円（2.0％）
消 防 費 10億9,179万円（3.5％）

土 木 費 19億4,987万円（6.2％）

総 務 費 33億638万円（10.4％）

公 債 費 35億8,374万円（11.3％）

衛 生 費 36億5,544万円（11.5％）

教 育 費 38億719万円（12.1％）

諸 支 出 金 38億2,631万円（12.1％）

民 生 費 90億3,971万円（28.5％）

維持補修費 ２億1,247万円（0.7％）
貸 付 金 ７億8,500万円（2.5％）
積 立 金 11億5,608万円（3.6％）

補 助 費 等 21億6,560万円（6.8％）

繰 出 金 22億4,631万円（7.1％）

※
投資的経費 42億1,115万円（13.3％）

物 件 費 43億6,604万円（13.8％）

※
義務的経費
165億4,373万円

（52.2％）

公債費
35億8,374万円

（11.3％）

扶助費
53億4,295万円

（16.9％）

人件費
76億1,704万円

（24.0％）

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

▼
性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

※投資的経費とは…ほとんどが公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整
　　　　　　　　　備等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費
　　　　　　　　　です。
※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
　　　　　　　　　地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
　　　　　　　　　付けられている経費です。

※１ 財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２ 減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３ 特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４ 定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置
　　 　　　　　　　　　された基金。

（平成24年３月31日現在）

（平成24年３月31日現在高）

（市民１人当たり）

人口77,334人　世帯数29,678世帯（平成24年3月31日現在）

409,734円 192,932円1,067,672円 502,737円

（市民１人当たり）（１世帯当たり） （１世帯当たり）

総額
42億1,115万円

（100％）

土木費
13億1,142万円

（31.1％）

教育費
12億1,372万円

（28.8％）

衛生費
10億1,986万円

（24.2％）

民生費
１億3,358万円

（3.2％）

総務費
１億5,509万円

（3.7％）

農林水産業費
２億1,346万円

（5.1％）

消防費
１億844万円（2.6％）

災害復旧費
2,390万円（0.6％）

商工費
1,753万円（0.4％）

労働費
1,415万円（0.3％）

５．投資的経費の内訳　

８．市債現在高の状況

９．行政財産の状況

10．基金の状況

歳出総額
316億8,638万円

市税総額
149億2,023万円

一般会計市債現在高
（平成23年度末） 305億274万円

市民１人当たりの
市 債 の 残 高 394,429円

土地 1,884,054㎡

建物延面積合計
394,931㎡

木造建物
（延面積） 9,298㎡

非木造建物
（延面積） 385,633㎡

※1 財政調整基金 128億1,577万円

※2 減債基金 35億614万円

※3 特定目的基金 92億8,396万円

※4 定額資金運用基金 ４億6,730万円
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特 別 会 計 の 概 況

平成24年度　一般会計予算の執行状況

水 道 事 業 会 計 の 概 況

歳　　　入 歳　　　出
区　　　分 予算額 収入済額 区　　　分 予算額 支出済額

市 税 143億4,620万円 78億6,276万円 議 会 費 3億2,957万円 1億6,880万円
地 方 譲 与 税 3億4,000万円 8,787万円 総 務 費 38億2,146万円 13億811万円
利 子 割 交 付 金 3,500万円 0 民 生 費 92億1,341万円 37億7,769万円
配 当 割 交 付 金 3,000万円 0 衛 生 費 70億9,827万円 10億1,823万円
株式等譲渡所得割交付金 800万円 0 労 働 費 5,689万円 1,853万円
地方消費税交付金 7億1,000万円 1億6,674万円 農 林 水 産 業 費 5億7,077万円 1億8,397万円
ゴルフ場利用税交付金 3,100万円 0 商 工 費 2億7,086万円 1億388万円
自動車取得税交付金 7,000万円 0 土 木 費 22億9,520万円 3億4,699万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 106万円 0 消 防 費 21億7,640万円 3億7,998万円
地 方 特 例 交 付 金 3,200万円 1,607万円 教 育 費 61億4,936万円 18億7,878万円
地 方 交 付 税 34億8,000万円 16億3,973万円 災 害 復 旧 費 1億5,911万円 2,560万円
交通安全対策特別交付金 1,050万円 0 公 債 費 36億7,922万円 8,737万円
分担金および負担金 4億8,076万円 1億5,606万円 諸 支 出 金 25億7,068万円 12億1,210万円
使用料および手数料 4億8,899万円 1億7,285万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 62億667万円 12億409万円
県 支 出 金 15億8,642万円 4,686万円
財 産 収 入 806万円 2,347万円
寄 附 金 1億6,551万円 1万円
繰 入 金 20億3,888万円 381万円
繰 越 金 2億9,371万円 12億4,484万円
諸 収 入 9億1,714万円 3,703万円
市 債 71億4,130万円 0

合　　　計 384億2,120万円 126億6,219万円 合　　　計 384億2,120万円 105億1,003万円

平成23年度決算（見込）の状況
会　　計　　名

平成24年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳入額 歳出額 差引額 歳入額 歳出額
1,999万円 3,723万円 △1,724万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 257万円 1,746万円
36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0
158万円 2万円 156万円 伊島財産区運営事業特別会計 158万円 0

80億9,721万円 78億8,648万円 2億1,073万円 国民健康保険事業特別会計 24億4,170万円 27億5,510万円
8,587万円 8,340万円 247万円 加茂谷診療所事業特別会計 2,430万円 2,950万円
1,323万円 1,323万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 273万円 549万円

8億2,575万円 8億1,864万円 711万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,577万円 7,401万円
74億3,511万円 73億5,511万円 8,000万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 29億6,954万円 24億9,146万円

756万円 483万円 273万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 383万円 130万円
3億8,203万円 3億7,861万円 342万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億2,598万円 1億2,438万円

241万円 241万円 0 奨学資金貸付事業特別会計 440万円 138万円
2,980万円 2,848万円 132万円 春日野地域下水道事業特別会計 856万円 536万円

1億1,185万円 1億1,185万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,412万円 1,253万円
1,256万円 1,256万円 0 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 122万円 116万円

7億3,937万円 7億2,621万円 1,316万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億7,384万円 1億3,923万円

平 成 23 年 度 決 算 の 状 況
予 定 額 収 入 額  比　率 予 定 額 支 出 額  比　率

収益的収入 14億4,650万円 14億1,341万円 97.7% 収益的支出 14億2,365万円 13億7,562万円 96.6%
資本的収入 4億819万円 9,960万円 24.4% 資本的支出 11億9,990万円 8億4,663万円 70.6%

平成24年８月31日現在
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１項
の規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

いずれの指標も国の定める基準内です。

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
　地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
　法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業集落排水事業
の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。

各公営企業会計において、国の定める基準内です。

１．健全化判断比率

２．資金不足比率

平成23年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します

指　　　　　標 備　考 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 ― △ 4.47%
（黒字）

　※
12.40% 20.00%

　一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対す
る比率です。
　家計でいうと赤字額が年収に対してどれぐら
い占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 ― △ 12.02%
（黒字）

　※　　
17.40% 30.00%

　すべての会計の実質赤字の標準財政規模に対
する比率です。
　上記の実質赤字比率を特別会計・公営企業会計

（水道・下水道等）を含めた全会計に適用したも
のです。

実 質 公 債 費 比 率 9.6％ 25.0% 35.0%

　公債費および公債費に準じた経費の比重を示
す比率です。
　年間の借金返済額が年収に対してどれぐらい
占めているかを示したものです。市に属する会
計だけでなく一部事務組合等に対する負担も含
みます。

将 来 負 担 比 率 ― △ 45.8%
（負担なし） 350.0%

　地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべ
き実質的な負債を捉えた比率です。
　将来見込まれる負債が年収の何年分にあたる
かを示したものです。一部事務組合、第三セク
ター等に対する負担や退職手当負担なども含み
ます。

特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　明

阿南市水道事業会計 ―

20.0％

　公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対
する比率です。
　公営企業の赤字額（資金不足額）が料金収入等
の規模（事業規模）に対してどれぐらい占めてい
るかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 ―

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 ―
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今
後
、
さ
ら
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
の
増
大

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
日
頃
か

ら
上
手
な
受
診
と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役
世
代
の
支
援

金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
控

　

え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎
22‒

８
０
６
４
）
へ

後期高齢者医療費の状況

高齢者医療費の負担のしくみ

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

食事療養費
3億2,031万円（3.2％）

歯科
3億3,060万円（3.4％）

訪問看護　5,526万円（0.6％）

現金給付　7,325万円（0.7％）

合　計
98億4,813万円
（100％）

入院
45億6,491万円

（46.3％）

調剤
10億9,857万円

（11.2％）

入院外
34億523万円
（34.6％）

公　　費　（税　金）　　　　約５割

現役世代の保険料
約４割

高 齢 者 の
保 険 料

約１割

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

１ 割
または
３ 割

0 20億 40億 60億 80億 100億
（円）

 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

23年度

22年度

21年度

20年度

19年度

（円）
1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で
負担していただき、それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

（人）
12,000

11,500

11,000

10,500

10,000

0

10,211
10,486

10,746

11,179
10,961

98億4,813万円

92億6,478万円

82億5,591万円

84億4,393万円

80億4,329万円

787,709 805,257 768,278
845,250 880,949
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平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は
80
億
９
７
２
０
万

円
（
対
前
年
度
比
１
・
81
％
増
）、
歳
出
総
額
は

78
億
８
６
４
８
万
円
（
対
前
年
度
比
０
・
02
％
減
）

で
、
収
支
差
引
は
２
億
１
０
７
２
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
前
年
度
繰
越
金
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
で

も
１
億
４
５
１
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
度
の
黒
字
収
支
は
長
期
に
わ
た
る
財
政

の
健
全
な
運
営
の
た
め
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基

金
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
財
政
調
整
基

金
の
保
有
額
は
１
億
６
９
３
万
円
と
昨
年
度
よ
り
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
、
さ
ら
に
は
、

前
期
高
齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に
応
じ

て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
前
期
高
齢
者
交
付

金
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税

（
現
年
度
）
の
収
納
率
は
93
・
２
％
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
０・
１
％
増
加
し

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
は
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ

て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
し

た
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の

完
納
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
　

保
険
年
金
課

（
☎
22‒

１
１
１
８
）
へ

　

国保税収納額と保険給付費等の推移

歳出歳入

平成23年度 歳入・歳出の主な割合（※四捨五入等の関係で合計が100％に合わない場合があります。）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度
老人保健拠出金

介護納付金

国保税収納額

保険給付費

後期高齢者支援金

単位：万円

合　計
80億9,720万円
（100％）

合　計
78億8,648万円
（100％）

①
国庫支出金

22億9,014万円
（28％）

⑩
保険給付費

53億2,601万円
（68％）

②
前期高齢者交付金

15億1,652万円
（19％）

⑪
共同事業拠出金
11億2,980万円

（14％）

③
国民健康保険税
13億1,525万円

（16％）

④
共同事業交付金
10億6,370万円

（13％）

⑧ 繰越金　6,555万円（1％）

⑦ 県支出金
3億2,567万円（4％）

⑥ 繰入金　
8億3,748万円（10％）

⑤ 療養給付費等交付金
6億6,438万円（8％）

⑭ 総務費　9,857万円（1％）

⑬ 介護納付金　
3億8,506万円（5％）

⑫ 後期高齢者支援金等
8億1,702万円（10％）

⑨ その他　1,851万円（1％） ⑮　その他　13,002万円（2％）

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均

衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について

費用負担を調整するための交付金
⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計および国民健康保険財政調整基金からの繰入金
⑦県からの支出金　⑧前年度からの繰越金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について費

用負担を調整するための拠出金
⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金　
⑭事務費など
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など

被保険者数と世帯数（年度平均）

 被保険者数 18,518人
  (前年度比163人減）

 世 帯 数 10,576世帯
  （前年度比37世帯減）

１人当たり総医療費（療養諸費費用額）

347,556円（前年度比644円増）

１人当たり国保税（現年度の調定額）

71,716円（前年度比263円減）

534,922

179,776

111,804

36,469
32,899 32,932 35,007 38,506

16,775 3,384 1,369 25

74,345 82,352 74,908 81,702

519,730

139,091

512,339

136,924

539,984

132,809 131,525

532,601
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第
４
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　

10
月
23
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階 

視
聴
覚
室

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
性
と
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
・
こ
う
べ　

正
井
礼
子
さ
ん

テ
ー
マ　
「
災
害
と
女
性
の
人
権

に
つ
い
て
」

※
託
児
所
の
利
用
は
、
10
月
16
日

㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ

徳
島
駅
伝
出
場
選
手

選
考
会
・
練
習
会
の
開
催

　

徳
島
駅
伝
出
場
を
め
ざ
し
て
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

の
方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

日
程　

10
月
６
日
㈯
～
11
月
25
日

㈰
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
全

16
回
）

集
合
時
間　

土
曜
日
は
午
後
３

時
、
日
曜
日
は
午
前
10
時

※
練
習
は
２
時
間
程
度
を
予
定

場
所　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

内
陸
上
競
技
場
ほ
か

内
容　

ペ
ー
ス
走
な
ど
を
中
心
と

し
た
持
久
力
を
高
め
る
練
習
や
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
、
市
陸
上

競
技
協
会
の
指
導
者
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
指
導
に
よ
り
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
22
‐
３
３
９
４
）
へ

10
月
か
ら
納
税
課
の

窓
口
受
付
を
延
長
し
ま
す

　

勤
務
等
で
通
常
時
間
内
に
ご
利

用
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
市
税

の
納
付
受
付
・
納
付
書
発
行
等
の

業
務
を
次
の
と
お
り
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

午
後
５
時
15
分
～
６
時
15
分

※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
等
の
閉
庁

日
は
除
き
ま
す
。

場
所　

市
役
所
１
階　

納
税
課

取
り
扱
う
業
務　

市
税
の
納
付
受

付
・
納
付
書
発
行

問
い
合
わ
せ
は
　
納
税
課
（
☎
22

‐
１
７
９
２
）
へ

　

平
成
23
年
、
１
年
間
に
阿
南
で

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
５
７
５

人
、
亡
く
な
っ
た
人
は
９
０
５

人
、
３
３
０
人
の
人
口
の
自
然
減

で
す
。

　

今
、
日
本
の
国
は
人
口
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
出
生
数
は

過
去
最
少
で
死
亡
数
は
戦
後
最
大

と
な
り
、
人
口
減
少
の
傾
向
が
よ

り
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
複
数
の
働
き
手
が
１
人
の

高
齢
者
を
支
え
る
「
騎
馬
戦
型
」

か
ら
、
１
人
の
働
き
手
が
１
人
の

高
齢
者
を
支
え
る
「
肩
車
型
」
に

移
行
せ
ざ
る
を
得
ず
、
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
し
ま
い
、
国
を

あ
げ
て
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
人

口
増
政
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、

若
者
が
結
婚
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
産

ん
で
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年

の
婚
姻
は
66
万
１
８
９
９
組
で
戦

後
最
少
を
記
録
。
50
歳
ま
で
に
一

度
も
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
「
生

涯
未
婚
率
」
は
、
男
性
が
20
・

14
％
、
女
性
が
10
・
61
％
。
ま
た

18
歳
～
34
歳
の
未
婚
者
の
う
ち
、

「
異
性
の
交
際
相
手
が
い
な
い
」

と
す
る
男
性
が
61
・
４
％
、
女
性

が
49
・
５
％
に
及
び
、
い
ず
れ
も

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
結
婚

願
望
を
持
つ
未
婚
者
は
、
男
女
と

も
８
割
以
上
に
上
り
、「
結
婚
し

た
く
て
も
出
会
い
が
な
い
」
と
い

う
独
身
者
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
、
全
国
の
自
治
体
が
若
者
の

出
会
い
の
場
を
つ
く
り
、
結
婚
に

結
び
つ
け
る
婚
活
行
事
を
活
発
化

さ
せ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
阿
南

市
で
も
、
今
月
「
阿
南
で
恋
し
て

ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
と
銘
打
ち
、
第
１

回
恋
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
「
賢

者
の
贈
り
も
の
」
よ
り
一
節
。

「
貧
し
く
て
も
仲
の
い
い
夫
婦
が

い
た
。
明
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
。
妻

は
自
慢
の
髪
を
売
っ
て
、
夫
は
自

慢
の
金
時
計
を
換
金
し
て
、
互
い

の
贈
り
物
を
買
う
。
翌
日
、
妻
が

も
ら
っ
た
の
は
髪
に
付
け
る
く
し
、

夫
が
も
ら
っ
た
の
は
時
計
の
鎖
―
」

　

切
な
く
と
も
、
優
し
い
夫
婦
の

物
語
で
す
。

　
～
恋
活
・
婚
活
～

　
お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所

女
性
会
様
か
ら
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

夏
祭
り
大
作
戦
」
に
お
け
る

ア
ル
ミ
缶
換
金
代
を
地
域
福

祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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●阿南署管内平成24年８月分合計　※カッコ内は１月からの累計

交 通 事 故
件　　数 260件 （1,801）
死　　者 0人 （1）
負 傷 者 33人 （245）

救　　　 急
件　　数 289件 （2,194）
搬送人員 279人 （2,101）

火  災
件　　数 5件 （21）
損 害 額 11,860千円（20,145千円）

あぶない！こんなに事故が
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阿
南
市
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
）
お
よ
び

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
提
供
す
る
「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
」
を
利
用
し
て
、

災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
避
難
勧

告
な
ど
の
緊
急
情
報
を
携
帯
電
話

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

配
信
エ
リ
ア
は
阿
南
市
内
（
通

勤
者
、
旅
行
者
等
を
含
む
）
で
、

通
信
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
テ
ス
ト
配

信
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

次
の
日
程
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
テ
ス
ト
配
信
を
行
い
ま
す
の

で
、受
信
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈪　

午
後
零
時

30
分

配
信
の
件
名　

緊
急
速
報
メ
ー
ル

テ
ス
ト
配
信

配
信
内
容　
【
訓
練
】
緊
急
速
報

メ
ー
ル
テ
ス
ト
配
信

配
信
エ
リ
ア　

阿
南
市
内

ご
注
意
く
だ
さ
い
「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
」
対
応
外
の
機
種
は
受
信

で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、マ
ナ
ー
モ
ー

ド
に
設
定
し
て
い
て
も
、
着
信
音

が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
対
応
機
種

は
、
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

実
際
に
は
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル

が
配
信
さ
れ
ま
す

　

災
害
発
生
時
等
に
は
次
の
よ
う

な
文
例
の
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す

の
で
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
例
文
】

　

こ
ち
ら
は
阿
南
市
で
す
。
本
日

午
前
○
時
○
分
、
徳
島
県
沿
岸
域

に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
沿
岸
部
に
い
る
方
は
、
直
ち

に
高
台
等
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課　

（
☎
22
‐
９
１
９
１
）
へ

10
月
15
日
㈪
午
後
零
時
30
分
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
テ
ス
ト
配
信
を
実
施
し
ま
す

行政相談週間
～あなたの声をお聞かせください～

　10月15日㈪～ 21日㈰は「行政相談週間」
です。市では、行政相談委員が無料で相談
に応じます。
　行政の制度や仕組みが分からないなど、お
気軽にご相談ください。秘密は固く守られ
ます。
《日程表》

開催時間　午前９時30分～ 11時30分
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

開 催 日 場　　　所 電話番号

10月15日㈪ 大 野 公 民 館 22−1564

16日㈫ 那 賀 川 支 所 42−1111

17日㈬ 橘住民センター 27−0001

18日㈭ 羽 ノ 浦 公 民 館 44−1120

上・下水道工事のお知らせ
　現在、富岡町の下図工事区間において、汚水管渠築造工事および
上水道布設替工事を行っています。工事による通行止め等で市民の
皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、長い間ご迷惑をお掛けしています富岡商店街の工事は10
月末に完了予定です。
問い合わせは　下水道課（☎22‐1796）へ

工事区間



【記載例】

7 7 0 8 0 0 7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

公
益
社
団
法
人 

徳
島
県
獣
医
師
会
行

犬・猫の別
名 前
年 齢
性 別
毛 色

郵便往復はがき

郵便往復はがき

申込者　　住　　所
　　　　　氏名（フリガナ）
　　　　　電話番号

（犬の場合）
犬の登録番号
　平成　　年度　 第　　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成２４年度　 第　　　　号

申
込
者
の

住
　 

所

氏
　 

名

返　信

往　信

避妊・去勢手術助成申込書

官製往復はがき（表面）

　　　　　　　（裏面）
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犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

飼
い
犬
お
よ
び
飼
い
猫

（
犬
は
登
録
と
今
年
度
の
狂
犬

病
予
防
注
射
の
実
施
済
で
あ
る

こ
と
）
に
、
11
月
15
日
㈭
か
ら

平
成
25
年
１
月
20
日
㈰
ま
で
の

間
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け

ら
れ
る
市
民
の
方

※
期
間
外
に
手
術
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
額　

１
頭
に
つ
き
5
千
円

助
成
予
定
数　

犬
猫
合
計
50
頭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法　

官
製
往
復
は
が
き

に
①
犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年

齢
、
性
別
、
毛
色
②
犬
の
場
合

は
、
登
録
番
号
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
番
号
③
飼
い
主

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
④

返
信
用
は
が
き
の
宛
名
を
明
記

の
う
え
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
結
果
は
返
信
用
は
が
き

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

〒
７
７
０
‐
８
０
０
７　

徳
島

市
新
浜
本
町
2
丁
目
3
番
6
号

公
益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医
師
会

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
31

日
㈬
必
着

助
成
方
法　

当
選
は
が
き
を
受

け
取
っ
た
方
は
、
県
内
の
動
物

病
院
に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、は
が
き
を
提
示
し
、手
術

料
か
ら
５
千
円
を
差
し
引
い
た

額
で
手
術
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
１
５
９
０
）
ま
た
は

公
益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医

師
会
（
☎
０
８
８
‐
６
６
３
‐

６
６
０
７
）へ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

徳
島
県
は
犬
猫
の

殺
処
分
数
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
５
に

入
っ
て
い
ま
す

　

昨
年
県
内
で
殺
処
分
さ
れ
た
犬

は
１
７
８
８
頭
（
う
ち
子
犬
が
半

数
）、
猫
は
１
４
２
７
頭
（
う
ち

子
猫
が
３
分
の
２
以
上
）で
し
た
。

避
妊
・
去
勢
手
術
に
よ
り
不
幸

な
命
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

殺
処
分
数
の
多
く
を
子
犬
、
子

猫
が
占
め
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
、
飼
い
猫
を
放
し
飼
い

に
し
た
り
、
迷
子
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い

　

家
に
帰
れ
ず
野
犬
、
野
良
猫
と

し
て
処
分
さ
れ
る
場
合
が
多
い
た

め
、
犬
は
登
録
し
鑑
札
を
首
輪
に

装
着
し
ま
し
ょ
う
。
猫
に
は
迷
子

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
、飼
い
猫
は
責
任
を
持
っ

て
最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

飼
え
な
く
な
っ
た
等
の
理
由
で

毎
年
多
く
の
犬
や
猫
が
持
ち
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
の
大
多
数

は
殺
処
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
保
健
所

（
☎
22
‐
０
０
７
２
）
へ

犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を

募
集

　

環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、

11
月
か
ら
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職

員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分　

作
業
補
助
員

業
務
内
容　

家
庭
ご
み
収
集
業
務

受
験
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

４
人

任
用
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
平
成

25
年
３
月
29
日
㈮

賃
金　

日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

休
暇　

任
用
期
間
に
応
じ
て
有
給

休
暇
あ
り

保
険
等　

社
会
保
険（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
）
は
、

各
法
令
の
定
め
に
よ
り
加
入

試
験
日　

10
月
21
日
㈰

試
験
内
容　

面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
10
月
１

日
㈪
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
10
日

㈬
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜

日
お
よ
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
休
日
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
事
課
（
☎
22

‐
１
１
１
２
）
へ

国民年金保険料の
納め忘れは
ありませんか

　過去10年以内に国民年金保険料
の納め忘れの期間のある方は、お
申し込みにより、平成24年10月～
平成27年９月の３年間に限り、納
付可能期間が過去２年から10年に
延長されます（「後納制度」）。対象
となる条件や申込方法等について
は、日本年金機構または徳島南年
金事務所へお問い合わせください。

問い合わせは
国民年金保険料専用ダイヤル

（☎0570‐011‐050）または
徳島南年金事務所

（☎088‐652‐3114）へ



11 広報 あなん 2012.10

QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

障
害
基
礎
年
金
は
ど

の
よ
う
な
と
き
に
受
け

ら
れ
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
加
入
中
等

に
初
診
日
（
初
め
て
医
師

の
診
断
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病

気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
、障
害
認
定
日
（
初

診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
ま
た
は
、
そ
の
期
間
内
に
症

状
が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に

該
当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お

い
て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の

う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免

除
・
猶
予
期
間
を
含
む
）
が
３
分

の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。（
初

診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前

に
あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て
初

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
が
い

の
状
態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等

級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す

れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が

20
歳
以
後
の
場
合
は
、
障
害
認
定

日
か
ら
）
受
給
で
き
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22 

― 

１
１
１
８
）
へ

A Q

元
本
保
証
だ
と
思
っ
て
い
た
の

に
…
投
資
信
託
の
ト
ラ
ブ
ル

　

投
資
信
託
に
関
す
る
相
談
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
契
約
当
事
者
は

高
齢
者
が
多
く
、
契
約
金
額
が
一

千
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
契
約
前
に
「
元
本
割
れ

す
る
と
は
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
」

と
い
う
相
談
や
、
説
明
が
あ
っ
て

も
契
約
す
る
消
費
者
に
と
っ
て
は

十
分
で
な
く
、
誤
解
か
ら
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

投
資
信
託
は
預
貯
金
と
は
異
な

り
元
本
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
認
識
し
、
契
約
す
る

場
合
は
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
投
資
信
託
の
中
に

は
、
リ
ス
ク
や
仕
組
み
が
複
雑
な

商
品
も
あ
り
ま
す
。
十
分
に
理
解

で
き
な
い
場
合
、
契
約
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

消費生活センターをご利用ください
　消費生活に関するさまざまなトラブルの
相談を受けます。まずはご連絡ください。
場所　社会福祉会館３階（阿南駅前）
相談時間　9：30 ～ 16：30
相談員　消費生活相談員
相談料　無料
休館日　土・日・祝日・年末年始

◆法定検査
　浄化槽を設置している場合は、法律により１年に
１回、放流水の水質検査を受検することが義務づけ
られております。
　この検査は、徳島県知事が指定した機関である（公
社）徳島県環境技術センターが実施いたしますので、
通知があった場合は、必ず受検してください。
※浄化槽法改正（平成18年２月１日）により、未受
検者には罰則規定が設けられています。
◆保守点検
　浄化槽の保守点検は、県知事登録の業者に委託し
てください。
　浄化槽の保守点検は２～４カ月に１回以上実施し
なければなりません。
　この保守点検を行うためには専門的な知識や器具

が必要ですので、県知
事に登録した専門業者
に委託して実施してく
ださい。
◆清　　掃
　浄化槽の清掃は、１
年に１回以上必要です。
　浄化槽の清掃は１年
に１回以上実施するこ
とが義務づけられています。市町村長が許可した業
者に委託してください。

問い合わせは　
公益社団法人徳島県環境技術センター （☎088‐636
‐1234）または市環境保全課（☎22‐3413）へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
問
い
合
わ
せ
は

（
☎
24
‐
３
２
５
１
）
へ

 10月１日は「浄化槽の日」です
 年１回は浄化槽の水質検査を受けましょう！

阿南警察署からの
お願い
自転車の盗難防止に
ご協力ください

　阿南警察署管内では、量販店
やＪＲの駅などの駐輪場におけ
る鍵がかけられていない自転車
が盗難被害にあう割合が高く
なっています。盗難を防止する
ため、自転車をとめる際には、
鍵を必ずかけましょう。また、
自転車に名前を書いたシールを
貼るなど盗難にあわないようご
協力をお願いします。

問い合わせは　
阿南警察署

（☎22−0110）へ



もうお済みですか!
住宅用火災警報器の設置
　住宅用火災警報器の設置は、平成23年６月１日に
義務化されています。「自分の身は自分で守る」の第
一歩は住宅用火災警報器の設置から! まだお済みでな
い方は、急いで設置してください。

設置場所
•すべての寝室
•２階に寝室がある　
　場合は階段にも必要
•台所など（任意設置）
※煙式の感知器は、　
　熱式より早く感知し
　ます。
取扱販売店　消防用設
備用品店、家電販売店、ホームセンターで販売され
ています。
問い合わせは　消防本部予防課（☎22−3799）へ
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日時　10月28日㈰　9：30～ 14：00　
　　　※小雨決行
場所　阿南工業高等専門学校（見能林町）
内容　・こどもの発表
　 　 ・こどものあそび
　 　 ・こどもの実験・観察
　 　 ・こどものものづくり
　 　 ・こどもの大型体験
入場　無料
　野外ステージでは、開会宣言後、市内の幼・小中学
校の皆さんが特技を発表。屋外広場では、ミニＳＬや
ユンボなど乗り物がいっぱい。体育館では、万華鏡や
空気砲作り、大型絵本、紙芝居で遊ぼうなど多数。
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利
用ください。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

阿南市こどもフェスティバル
みんな集まれ ! たのしく・ワクワク

夢にチャレンジ !

■展示コーナー　10：00 ～ 20：00
※初日と最終日は開催時間が異なります。
○趣味の手織り親子展　２日㈫～ 14日㈰
○ちりめん遊びと掛軸のコ・ラ・ボ
　16日㈫～ 28日㈰
○織と結び　30日㈫～ 11月11日㈰

■体験コーナー　   　
○エコバッグ・エココサージュ作り体験
　７日㈰　13：30 ～ 15：00
　【定員】20人【持参物】ハサミ、ボンド、
　千枚通し、スティックのり等　　
○アロマ体験
　13日㈯　13：00 ～ 15：00
　【参加費】2,500円　【定員】５組10人　
　【持参物】筆記用具
　【申込締切日】10日㈬
○楽しくプリ・フラアレンジ
　21日㈰　13：00 ～ 15：00
　【参加費】2,500円　【定員】10人　
　【持参物】ハサミ（細いワイヤーが切れるもの）
　【申込締切日】18日㈭

10月の催し

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作りを
常時開催中‼

問い合わせは　
光のまちステーションプラザ（☎ 24－3141）へ

10月の
日程

○第２回西日本あかつき野球大会
　６日㈯・７日㈰　8：30 ～

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

第10回

のまちステーションプラザ 



10月１日から
水道料金等に関する業務を民間委託します

　阿南市では、サービスの一層の向上と経営の効率化を図るため、水道料金等に関する業務
を民間の専門業者に委託します。

　10月１日から水道料金等に関するお手続き、お問い合わせ等は、「阿南市水道料金お客様センター」までお願
いします。民間業者の従業員が、受付や料金に関する業務を行います。各住民センターおよび支所での水道料金
等の支払に関する業務等は、引き続き行います。

※今回の委託を実施するにあたり、お客様に
あらためてお手続きをいただくことはありません。

◇ 水道料金お客様センター窓口・電話での水道の使用開始や使用中止届出等の受付業務
◇ 水道料金等の収納業務および徴収業務
◇ 督促状、催告書等の作成発送業務

◎ 営業時間は月曜日から金曜日までの午前８時30分から午後５時15分までとなります。
◎ 電話、インターネットによる開閉栓の受付を行います。市のホームページから申込できます。
◎ 開閉栓手数料は、引き続き無料です。

水道料金徴収等業務受託者
株式会社ジェネッツ
〒779-1235 阿南市那賀川町苅屋323番地
阿南市役所 那賀川支所 水道部業務課内
☎22‒0587　FAX23‒6073
※土・日曜日、祝日、年末年始は休業とさ
せていただきます。
※業務委託に関してご不明な点がござい
ましたら、水道部業務課（☎22‒0587）
までお問い合わせください。

　㈱ジェネッツの社員は、阿南市が発行した
受託者証及び身分証明書を携帯しています。
水道部や委託業者の名前をかたった悪徳商
法や勧誘などには、十分ご注意ください。
　万が一ご不審な点がありましたら、証明書
の提示を求めるか、水道部業務課までご確
認ください。

※委託にあたっては、委託者の阿南市と受託者の㈱ジェネッツ
の双方が個人情報の取扱いの重要性を十分認識し、個人情報の
保護対策に万全を期してまいります。

委託する主な業務

水道料金お客様センターのサービス内容

阿南市水道料金お客様センター（㈱ジェネッツ　阿南営業所）
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お客様センター
（那賀川支所）

市役所



９
月
議
会
が
９
月
７
日
か
ら
25
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
定
例
市
議
会　

市
長
所
信
　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道
料
金
徴
収
業
務
等
の

民
間
委
託

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
実
施
期
間
と
す

る
水
道
料
金
徴
収
業
務
等
の
民
間
委
託
に
着

手
し
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
、
徴
収
業
務
、
滞
納
整
理
業

務
、
収
納
・
窓
口
業
務
、
電
話
受
付
業
務
、

シ
ス
テ
ム
管
理
業
務
等
を
委
託
す
る
も
の
で
、

10
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

民
間
の
滞
納
整
理
に
関
す
る
専
門
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
未
納

者
が
生
じ
な
い
よ
う
業
務
を
改
善
す
る
と
と

も
に
、
早
期
の
債
権
回
収
が
可
能
と
な
る
よ

う
体
制
の
整
備
を
図
る
な
ど
、
収
納
率
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
電

話
・
窓
口
対
応
に
関
し
ま
し
て
も
、
よ
り
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題

　

滋
賀
県
大
津
市
で
明
る
み
に
な
っ
た
事
件

を
皮
切
り
に
、
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
民
の
方
々
か
ら
「
阿
南
市
で
は
心
配

な
い
の
か
」、
ま
た
、「
自
分
も
学
生
時
代
に

い
じ
め
ら
れ
て
つ
ら
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、「
い
じ
め
」
は
、
人
権

を
侵
害
す
る
深
刻
で
重
大
な
問
題
で
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
、
教
育
委
員
会
で
は
文
部
科

学
省
や
県
な
ど
か
ら
の
通
達
前
に
、
本
市
独

自
の
取
組
を
開
始
し
、
現
在
、
状
況
の
集
約
・

分
析
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
い
じ
め
は
、
ど
こ
の
学
校
で
も
起
こ
り

得
る
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、「
い
じ

め
」
の
解
明
・
根
絶
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園

「
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」

　

橘
保
育
所
と
橘
幼
稚
園
の
統
合
施
設
と
し

て
、
橘
町
久
保
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
認

定
こ
ど
も
園「
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」は
、
平

成
25
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、
各
工
事
区
分

に
お
い
て
予
定
ど
お
り
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
お
よ
び
地
元
の
皆
様
方
の

ご
意
見
・
ご
提
言
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
施

設
の
円
滑
な
運
営
・
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化

　

施
設
の
老
朽
化
や
児
童
の
入
所
状
況
、
ま

た
、
地
域
性
等
を
鑑
み
な
が
ら
総
合
的
な
検

証
を
行
い
、
将
来
像
を
明
確
に
し
た
う
え
で

統
廃
合
、
あ
る
い
は
移
築
・
建
替
え
な
ど
計

画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
保
護
者
お
よ
び
地
元
の
皆
様
方
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
ま
ず
は
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
改
修
が
必
要

と
さ
れ
る
羽
ノ
浦
町
内
の
保
育
所
統
廃
合
に

着
手
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

手
法
に
つ
い
て
は
、
公
設
・
公
営
に
よ
る

施
設
の
統
合
に
主
眼
を
お
き
、
駐
車
場
の
確

保
な
ど
送
迎
時
の
安
全
性
や
利
便
性
、ま
た
、

入
所
児
童
へ
の
安
全
面
に
も
十
分
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
管
理

費
・
運
営
費
の
削
減
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

平
成
23
年
４
月
に
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

供
用
を
開
始
し
、
第
１
期
計
画
に
お
け
る
残

事
業
の
早
期
完
了
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

汚
水
面
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
計
画

区
域
面
積
80
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
供

用
面
積
は
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
整
備
率
は
約

53
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
は
、「
第

住
町
東
仲
町
」、「
東
池
田
」、「
東
池
田
口
」

等
の
管
渠
築
造
工
事
を
は
じ
め
、
今
議
会
で

ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
「
西
石
塚
寿
通
汚

水
管
渠
築
造
工
事
」
に
よ
り
ま
し
て
、
下
水

道
整
備
を
効
率
的
・
効
果
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
家
庭
等
か
ら
の
接
続
率
は
、
８

月
末
現
在
、「
公
共
汚
水
ま
す
」
６
３
５
基

に
対
し
、
２
７
３
件
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、

約
43
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
計
画
区
域
に
お
け
る
生
活
環

境
の
改
善
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
浸

水
の
防
除
を
果
た
す
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
の
で
、
未
接
続

の
受
益
者
に
対
し
て
は
、
下
水
道
普
及
促
進

助
成
金
制
度
の
有
効
活
用
を
促
す
と
と
も

に
、
個
別
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
接
続
率

向
上
に
向
け
た
啓
発
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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東
京
事
務
所

　

開
設
か
ら
約
４
カ
月
が
経
過
し
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
国
へ
の
要
望
や
情
報
収
集
に
関
し

て
は
、
上
京
す
る
関
係
団
体
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
国
の
中
枢
に
隣
接

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
国
会
議
員
や
各
省
庁
の
担
当
者

と
面
談
し
、
本
市
の
現
状
や
課
題
、
必
要
な

施
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

観
光
物
産
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
東
京
本
部
と
の
連
携

に
よ
り
、
８
月
、
麻
布
十
番
の
イ
ベ
ン
ト
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
９
月
６
日

と
７
日
の
２
日
間
、
新
橋
駅
に
お
い
て
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
、
倉
敷
市
、
呉
市
、
下

関
市
な
ど
中
四
国
７
市
の
東
京
事
務
所
と
連

携
し
、
東
京
タ
ワ
ー
で
「
瀬
戸
内
フ
ェ
ア
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
12
月
に
は
松
山
市

と
の
合
同
に
よ
る
「
み
か
ん
」
と
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」

を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
近
郊
に
在
住
す
る
阿
南
市
ゆ

か
り
の
方
々
と
の
交
流
促
進
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
活
動
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置

づ
け
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、「
ふ
る
さ

と
会
」
の
設
立
に
向
け
、
有
志
の
方
々
と
作

業
を
進
め
て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、
設

立
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
、
年
内
に
は
設
立
記
念
と
し
て
、

本
市
の
「
食
」
や
「
物
産
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
イ
ベ
ン
ト
を
都
内
で
開
催
し
、
本
市
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互

の
交
流
を
深
め
る
な
か
で
、「
ふ
る
さ
と
阿

南
市
」
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
機
運
を
醸
成

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
方
面
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
首
都
圏

と
阿
南
市
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、ま
た
、

「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ア

ン
テ
ナ
と
し
て
の
機
能
を
高
め
な
が
ら
、
拠

点
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
建
設

　

実
施
設
計
が
完
了
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

パ
ー
ス
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
に
建
設
計
画
の
具
体
的
な
全
体
像
を
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
か
ら
本
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
完
成
予
想
模
型
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
の
進
捗
状
況
は
、
７
月
に
着
手
し
た
分

庁
舎
上
屋
の
解
体
工
事
が
９
月
中
旬
に
完
了

し
、
そ
の
後
、
現
庁
舎
の
排
水
管
を
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
体
工
事
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
建

築
・
管
・
電
気
、
各
工
事
の
分
離
発
注
と
し
、

第
３
四
半
期（
10
月
～
12
月
）で
の
発
注
を
目

途
に
、鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
構
内
駐
車
場
の
利
用
制
限
等
で
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
行
政

　

農
業
を
取
巻
く
環
境
は
、
所
得
の
減
少
や

就
労
年
齢
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
恒
常
的
な

課
題
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
お
よ
び
安

価
な
輸
入
品
の
増
加
に
伴
う
自
国
商
品
価
格

の
下
落
な
ど
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
の
競
争
力
や
体
質
強
化
な
ど
を
図
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
国
は
「
持
続

可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
」
の
た
め
の
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
い
わ
ゆ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
要
件
と
し
て
、
青
年
就
農
者
の
定

着
を
支
援
す
る
「
青
年
就
農
給
付
金
事
業
」

や
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地

集
積
、
分
散
化
し
た
農
地
の
連
坦
化
（
面
的

集
積
）
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
た
め
の
「
農

地
集
積
協
力
金
」
の
交
付
、
あ
る
い
は
貸
付

当
初
５
年
間
の
金
利
を
助
成
す
る
こ
と
で
実

質
、
無
利
子
化
と
す
る
「
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

の
金
利
負
担
軽
減
措
置
」
な
ど
、
新
し
い
施

策
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
市
で
は
、本
年
度
、

す
べ
て
の
農
家
を
対
象
に
、
各
地
域
や
集
落

の
５
年
後
・
10
年
後
に
お
け
る
農
業
の
将
来

像
や
、
あ
り
方
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
農
業
に
対
し
ど
の
よ
う
な
未

来
図
を
描
い
て
い
る
か
を
把
握
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、平
成
24
年
度
か
ら

２
年
間
を
目
途
に
、徹
底
し
た
話
し
合
い
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
即
し
た
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

本
年
11
月
末
か
ら
12
月
末
ま
で
の
１
カ
月

間
、「
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
」
前
の
広
場

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
オ
ブ
ジ
ェ
３
基
と
観
光
Ｐ
Ｒ
看

板
・
の
ぼ
り
な
ど
を
設
置
し
、
大
々
的
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

た
め
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、「
光
の
ま
ち

阿
南
10
周
年
」
と
「
吉
本
興
業
１
０
０
周
年
」

を
記
念
し
、
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

も
の
で
す
。　
　

　

初
日
は
、
吉
本
興
業
所
属
の
有
名
芸
人
出

席
の
も
と
点
灯
式
を
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
を
対

象
と
し
た
共
同
記
者
会
見
終
了
後
に
は
、「
グ

ラ
ン
ド
花
月
」
周
辺
に
お
い
て
エ
レ
ク
ト
リ

カ
ル
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
道
行
く
人
々
に

チ
ラ
シ
等
を
お
配
り
し
な
が
ら
、
元
気
な
阿

南
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
の
う
ち
２
日

間
は
、
劇
場
付
近
で
本
市
の
特
産
品
販
売
も

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
本
興
業
の
抜
群
の
知
名
度
や
、
ク
リ
ス

マ
ス
商
戦
で
賑
わ
う
大
阪
ミ
ナ
ミ
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
相
当
な
客
数
が
見
込
ま

れ
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
き
な
宣
伝
効
果
が
生
じ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
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小さなまちの大きなチャレンジ！
日本女性会議実行委員会を設立

　平成25年10月11日㈮から３日間、阿南市で開催され
る日本女性会議の実行委員会設立総会が、８月21日、
文化会館で開催されました。大会の名称は「日本女性会
議〈男女共同参画〉2013あなん」。大会長の岩浅市長は、
「人口20万人以上の大都市で開催されてきた日本女性
会議が阿南市で開催されることは意義深く、10万人前後
の自治体に可能性と夢を与えます。小さなまちの大きな
チャレンジ。一丸となって成功に導いていきたい。」と
あいさつ。実行委員長には渡辺純子さん（見能林町）が
選出されました。
　実行委員会では、10月26日から仙台市で開催される第
29回日本女性会議等でPR活動を行うことにしています。

国文祭で和の音色を堪能
阿南市から全国へ！邦楽の魅力を発信

　第27回国民文化祭阿南市実行委員会による「全国邦
楽合奏フェスティバル」が、９月14日から３日間、夢ホー
ルで開催されました。
　箏奏者・野坂操壽さんと協演した阿南中学校箏曲部３
年の岡澤璃子さん（富岡町）は、「一流の演奏家との協
演は初めてで緊張しましたが、満足のいく演奏ができ、
いい思い出になりました」。実行委員長の藤本 玲さん
は、「阿南中学校の活躍とこれまで阿南で積み上げてき
た邦楽活動が実り、すばらしいフェスティバルになりま
した。今後は、協会の活動を通じて邦楽の魅力を全国に
ＰＲしていきたいです。」と話していました。

陸上自衛隊徳島駐屯地で
阿南市総合防災訓練を実施

　室戸沖南海トラフを震源とするマグニチュード8.6の
地震が発生したことを想定した市の総合防災訓練が、８
月26日、陸上自衛隊徳島駐屯地で行われました。
　訓練には那賀川町の自主防災組織や消防団、阿南市
医師会など約600人が参加し、初期消火訓練や負傷者救
出・搬送訓練などが行われたほか、阿南市社会福祉協議
会による災害ボランティアセンター受付・対応訓練や阿
南消防アマチュア無線クラブによる伝搬テストが行われ
ました。
　訓練に参加した男性は、「東日本大震災以降、助け合い
の精神が見直されました。こうした訓練を通じて、地域
のつながりを深めていきたいです。」と話していました。

映画「モンゴル野球青春記」
阿南で撮影が行われる

　映画「モンゴル野球青春記」の阿南ロケが、８月31日
から９月５日まで行われました。ＪＡアグリあなんスタ
ジアムで行われた撮影では、平成10年の「第３回アジ
ア AAA 野球選手権大会」でモンゴルが日本と対戦した
シーンが再現されました。３日間でのべ1,000人近いエ
キストラの参加があり、撮影も順調に行われました。
　選手役として出演した西村晴夫さん（32歳・新野町）
は、「プレッシャーがかかりましたが、楽しむことがで
きました。どのように編集されるのか、映画の完成が楽
しみです。」と話していました。

ニュースオアシス
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市内沿岸部の海抜を調査
津波避難計画の見直しに生かす　

　平成24年度末の策定を目標に進めている新たな「津
波避難計画」の見直しに役立てるため、市内９地区で海
抜調査を実施することになり、８月29日、福井町大原
で初めての測量が行われました。
　海抜調査する地域は、椿、福井、橘、見能林、富岡、
那賀川の沿岸地域と、津波遡上の可能性がある中野島、
宝田、羽ノ浦の９地域で、調査個所は最大約250カ所。
沿岸地域住民とのワークショップで出された要望をもと
に海抜調査を行います。
　なお、測量地点には、海抜と海からの最短距離を示し
た看板を設置する予定です。

サービス利用以来
初めて緊急速報メールを配信

　８月31日の夜、フィリピン東部沖で発生した地震の
影響で、徳島県沿岸部に津波注意報が発表されたことを
受け、市は緊急速報メールを配信して、沿岸部や河口部
に近づかないよう注意を呼びかけました。緊急速報メー
ルの配信は、市が携帯３社（NTT ドコモ、au、ソフト
バンク）のサービスを利用し始めて以来、初めてのこと
です。
　市では、10月15日㈪午後零時30分にテスト配信を行
うことにしていますので、受信確認をしてください。
　なお、緊急速報メール対応機種でない場合や、メール
設定で受信拒否にしている場合、電源を OFF にしてい
る場合は受信されませんのでご注意ください。

また蒲生田の海に帰ってきて
椿町中学校の生徒が子ガメを放流

　総合的な学習の時間を利用して自然環境保護活動に取
り組んでいる椿町中学校の全校生徒24人が、６月28日、
29日に同海岸で保護した203個の卵のうち、人工ふ化
に成功した子ガメ138匹を蒲生田の海に放流しました。
子ガメは、校庭の一角のふ化場で２カ月間かけて保護さ
れ、８月29日朝にふ化が確認されました。
　８月30日、全校生徒が波打ち際に一列に並び、バケツ
から子ガメを１匹ずつ取り出して放流しました。放流さ
れた子ガメはヒレを力強く動かしながら海に向かって進
み始めました。藤目龍之介さん（１年）は、「また蒲生田
の海に帰ってきてほしいです。」と話していました。

阿南市の３図書館
１人当たりの貸出冊数　４年連続四国一

　阿南市の３図書館の平成23年度における市民１人当
たりの貸出冊数が9.45冊で、四国38市の市立図書館の
中でもっとも多いことが、四国公共図書館協議会の統計
データでわかりました。これで阿南市は、４年連続四国
一となりました。
　市では、平成20年３月に阿南・那賀川、羽ノ浦図書
館のシステムを統合し、効率的な蔵書管理や貸出・返却
サービスの向上など、３館一体となった運営に努めてき
ました。利用者から寄せられるリクエストを選書に生か
し、市民のニーズに合った図書館運営が結果に結びつい
ているのではないかと分析しています。
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	■夢ホールホワイエコンサート
　	『懐かしい日本の歌』　

日　時　10月13日㈯　
　　　　14：00開演
場　所　夢ホール
入場料　500円

（ワンドリンク付き）
※なかよしチケットは、
　２人以上20％割引、
　５人以上40％割引で
　前売りのみの取り扱い。
出　演　戸邉祐子（メゾソプラノ）
　　　　加藤佳子（ピアノ伴奏）
曲　目　荒城の月、この道、
　　　　わたしと ことりと すずと
　　　　（『ほしとたんぽぽ』より）
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

 
 ■秋の祭典「第４１回阿南市文化祭」
美術展作品の受付・搬入　
10月28日㈰　9：30 ～ 12：00　文化会館研修室
問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

 ■『第15回クリスマスライブ』　出演者募集
日　時　12月16日㈰　13：00開演予定
場　所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による10組（応募多数の場合は抽選）
参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォーク等
　　　　　の楽器演奏および歌唱をされる個人ま
　　　　　たは市民を1人以上含むグループなど
申込締切日　11月11日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

あなん
カルチャー

秋の祭典  ｢第41回阿南市文化祭｣ のご案内
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　　　　　　月日 10月 11月
　場所 25 日㈭ 30 日㈫ 2 日㈮ 3 日㈷ 4 日㈰ 10 日㈯ 11 日㈰

文化会館

中学校音楽祭
10：00 ～ 美術展　9：00 ～ 17：00※ 学童展　9：00 ～ 17：00※

音楽祭
11：00 ～ 16：00

舞踊祭
10：30 ～ 16：00 人権教育コーナー

華道展　9：00 ～ 17：00※ 阿南の夏まつり写真展

茶　会（裏千家）
10：00 ～ 16：00

茶　会
（表千家流）
10：00 ～ 16：00

市民会館 小学校音楽会
9：00 ～

 ひまわり会館 俳句大会
13：00 ～ 17：00

短歌大会
13：00 ～ 17：00

富岡公民館
寒らん展　 9：00 ～ 17：00※ 学童展　9：00 ～ 17：00※

盆栽展　 9：00 ～ 17：00※ 勤労青少年ホーム展

ＪＡあなん駐車場
（領家町） 日本鶏展示会

※最終日は16：00まで



阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

牛
牧
（
岐
）
庄

　

牛
牧
庄
は
仁
和
寺
真
光
院
領
で
あ
っ
た

が
、
庄
園
の
成
立
時
期
、
及
び
正
確
な
庄

域
は
分
か
ら
な
い
。

　

建
仁
三
（
一
二
〇
三
）
年
十
月
の
「
高

野
山
宝
簡
集
」
に
「
牛
牧
庄
」
の
庄
名
が

出
て
く
る
。
当
然
、
こ
れ
以
前
に
庄
園
が

成
立
し
高
野
山
領
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、「
仁
和
寺
御
室
門
跡
定
書
」

に
よ
る
と
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
、
牛

牧
庄
は
仁
和
寺
領
に
代
わ
っ
て
お
り
、
真

光
院
の
名
が
出
て
く
る
。

　

ま
た
、
坂
州
木
頭
村
宇う

奈な

為い

神
社
文
書

（
乾
元
三
―
一
三
〇
三
年
）
の
「
夢
想
記
」

に
牛
牧
庄
の
僧
浄
法
坊
・
静
日
坊
・
道
智

の
三
名
が
同
社
の
御
神
体
を
参
拝
し
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
観
応
二
（
南
朝
・

正
平
六
―
一
三
五
一
）
年
四
月
に
は
仁
和

寺
真
光
院
御
門
跡
領
牛
牧
庄
雑
掌
定
舜
の

訴
状
に
よ
り
新
開
新
兵
衛
尉
が
乱
暴
を
す

る
の
で
官
命
を
も
っ
て
新
開
氏
を
退
け
、

雑
掌
を
庄
家
に
居
ら
し
め
全
所
務
を
執
ら

せ
る
よ
う
足
利
将
軍
に
申
し
出
て
将
軍
の

命
で
左
衛
門
佐
石
橋
和
義
が
小
笠
原
蔵
人

に
当
て
た
文
書
が
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
五
か
月
後
に
は
新
開
新
兵
衛

尉
を
闕
所
と
し
、
牛
牧
庄
地
頭
職
は
立
江

中
庄
地
頭
職
を
替
地
と
し
て
安
宅
備
後
権

守
に
預
け
置
か
れ
た
。

　

同
年
七
月
に
は
隣
接
す
る
竹
原
庄
本
郷

地
頭
職
の
安
竹
、
須
佐
見
（
周
参
見
）
一

族
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
安
竹
、

須
佐
見
一
族
は
阿
波
国
小
豆
坂
以
南
一
帯

の
討
伐
を
南
朝
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
正
平
十
七
（
北
朝
・
貞
治
元
―

一
三
六
三
）
年
十
二
月
に
は
阿
波
南
方
の

闕
所
並
び
に
本
庄
領
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

　

文
和
元（
南
朝
・
正
平
七
―
一
三
五
〇
）

年
十
月
に
安
宅
備
後
守
（
正
平
十
四
年
権

守
か
ら
守
に
昇
任
し
て
い
る
）
頼
藤
が
牛

牧
庄
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
二
月
に
は
安
宅
王
杉
丸
（
頼
藤
の

子
と
さ
れ
る
）
が
桑
野
保
の
替
地
と
し
て

阿
波
国
萓
島
庄
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
。

安
宅
氏
は
紀
州
牟む

婁ろ

郡
の
豪
族
で
出
身
地

が
安
宅
村
で
あ
る
の
で
安
宅
氏
を
名
乗
っ

た
。

庄
域

　

正
確
な
庄
域
は
分
か
ら
な
い
。「
徳
島

県
史
」（
第
二
巻
）
に
は
阿
南
市
富
岡
町
、

学
原
、
領
家
、
石
塚
、
日
開
野
の
地
域
と

し
て
い
る
。
島
田
泉
山
は
島し
ま

脇き

（
富
岡
以

東
の
海
岸
部
）
を
称
し
て
い
る
範
囲
と
し

て
い
る
。
島
脇
（
志
摩
岐
）
は
牛
牧
（
宇

志
摩
岐
）
に
、
牛
牧
の
庄
名
は
庄
内
に
牛

屋
島
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
か

つ
て
は
牛
の
牧
場
よ
り
起
こ
っ
た
も
の
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
牛
牧
（
城
）
が
転
じ

て
牛
岐
と
な
っ
た
の
は
牧（
摩
岐
）の「
摩
」

の
省
略
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
馬
牧
（
宇
摩

岐
）
の
「
宇
摩
岐
」
と
な
っ
た
例
に
よ
る

と
し
て
い
る
。
牛
牧
は
「
志
摩
岐
」
と
な

り
「
宇
志
岐
」
に
転
じ
ら
れ
た
と
説
明
し

て
い
る
。

　

牛
岐
と
安
宅
氏
、
新
開
氏
に
つ
い
て
は

改
め
て
書
き
た
い
。

 

※
参
考
「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

牛牧庄があった領家町辺り。

〈
其
の
79
〉

問
い
合
わ
せ
は　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日
　

１
日
㈪
、９
日
㈫
、15
日
㈪
、22
日
㈪
、

29
日
㈪

デ
ジ
カ
メ
で
秋
の
月
を
撮
ろ
う

日
時　

10
月
26
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
の
方
で
、
基
本

操
作
の
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

定
員　

30
人

参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

申
込
方
法　

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
参
加
無
料
）

日
時　

土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
秋
休
み
（
平
日
）
は
午
後
２
時
20
分
～

科
学
の
広
場
（
参
加
無
料
）

日
時　

10
月
８
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

内
容　
「
プ
ラ
コ
プ
タ
ー
を
作
っ
て
飛
ば
そ

う
」夜

間
天
体
観
望
会

　

大
型
望
遠
鏡
制
御
機
器
更
新
の
た
め
、
10

月
13
日
㈯
ま
で
、
夜
間
の
天
体
観
望
会
は
２

階
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ
で
行
い
ま

す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

19 広報 あなん 2012.10



小
学
生
時
代
の

思
い
出

　
　

今
夏
、
小
学
校
の
同
窓
会
に
出

席
し
た
。
12
人
程
度
の
出
席
者

だ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
ぜ
ひ
と
も

会
い
た
い
人
が
い
た
。

　

５
年
生
の

頃
、
と
な
り
の

み
っ
ち
ゃ
ん
と

２
人
で
１
人
の

男
の
子
を
い
じ

め
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
。
彼

が
図
書
室
で
読

ん
で
い
た
本
を
わ
ざ
と
閉
じ
た
り

し
た
。
さ
れ
た
方
は
ど
ん
な
気
持

ち
だ
っ
た
だ
ろ
う
。「
一
度
謝
り

た
い
」。
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

そ
の
彼
に
や
っ
と
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
す
ぐ
に
２
人
で
「
あ
の

時
は
ご
め
ん
ね
」
と
謝
っ
た
。
彼

は「
そ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
か
な
？
」

と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
は
優

し
さ
か
ら
の
う
そ
だ
と
思
っ
た
。

　

何
よ
り
、
彼
が
今
と
て
も
幸
せ

そ
う
だ
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
。

　

私
も
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
。小
学
１
年
生
か
ら
３
年
間
、

毎
日
泣
か
さ
れ
て
家
に
帰
っ
た
。

当
時
、
い
じ
め
っ
子
だ
っ
た
男
子

２
人
は
度
々
謝
っ
て
く
れ
、
今
度

も
謝
っ
て
く
れ
た
。
私
は
「
忘
れ

へ
ん
で
～
」と
冗
談
め
い
て
返
す
。

今
で
は
、
そ
ん
な
間
柄
で
い
ら
れ

る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。

　

こ
う
し
て

私
の
小
学
生

時
代
の
い
じ

め
の
経
験
は

ち
ゃ
ん
と
謝

っ
た
り
、
謝

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、

い
い
思
い
出
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

世
の
中
か
ら
い
じ
め
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
よ
う
な
ひ
ど
い
い
じ
め
だ
け
は

無
く
な
っ
て
欲
し
い
と
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
そ
う
思
う
。

　

次
は
、
長
生
町
の
玉
置
正
敏
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

※演出上会場内は暗くなりますので、小さなお子さまはご注意ください。　
問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

住吉町　

吉岡 千秋さん

457
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短
　
歌	

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
作
品

 

小
畑　

定
弘

浮
き
上
る
金
魚
に
さ
へ
も
嘲
わ
れ
て
ま
だ
来
ぬ
君

の
メ
ー
ル
を
待
ち
ぬ

 

清
水　

利
子

境
内
の
箒
目
す
が
し
そ
の
上
を
吾
の
足
形
ほ
つ
ほ

つ
続
く

 

川
口　

節
子

取
り
壊
す
家い

屋え

よ
り
外
す
棟
札
の
埃
拭
え
ば
過
去

の
見
え
来
る

 

枝
川　

照
子

一
人
見
る
は
惜
し
き
と
思
う
桜
花
耳
寄
せ
目
寄
せ

口
づ
け
ぞ
す
る

 

井
上　

正
恵

友
く
れ
し
桜
は
彼
岸
に
わ
っ
と
咲
き
生
け
添
ふ
松

の
み
ど
り
は
う
ご
か
ず

 

吉
永
賀
代
子

短
日
を
長
い
思
い
に
暮
る
る
日
よ
施
設
の
母
と
遠

距
離
の
娘
を

 

黒
部　

君
代

農
婦
へ
と
心
揺
ら
し
て
春
浅
き
今
朝
堰
切
っ
て
水

が
流
れ
る

俳
　
句	
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

　
　
　
　
　
　
　
　

 
谷
脇　

春
代

日
の
暮
れ
の
風
つ
き
あ
た
る
軒
す
だ
れ

　
　

 

橘　
　

秀
和

仏
飯
を
盛
る
男
手
よ
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　

 

淡
島　

春
海

三
下
り
お
ど
る
蹴
出
し
の
彩
鼻
緒

　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
原　

栄
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
粋
な
ス
テ
テ
コ
照
れ
る
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

 

泉　

夕
起
子

人
体
図
整
骨
院
の
生
身
魂

 

工
藤
千
鶴
子

そ
う
め
ん
の
熨
斗
の
小
さ
き
御
中
元

　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
田　

春
子

機
窓
よ
り
入
道
雲
の
裏
を
見
る

 

東
條　

当
子

道
草
の
子
の
覗
き
お
る
目
高
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
繁
た
だ
し

墓
参
り
母
知
る
人
の
減
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

 

安
部　

正
剛

夏
雲
や
領
土
問
題
再
燃
す

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

 

野
村　

敏
子

欲
深
い
大
人
魔
法
に
よ
く
か
か
る

 

持
木　

寿
栄

お
出
掛
け
へ
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
イ
ヤ
リ
ン
グ

 

佐
野　

智
子

大
丈
夫
励
ま
す
君
は
頼
も
し
い

 

山
形　

恭
子

嫌
に
な
る
毎
回
探
す
車
の
キ
ー

 

橋
本　

征
介

バ
ス
賃
に
万
札
だ
け
の
困
り
者



日　時 　10月27日㈯　開場／ 13：00　開演／ 13：30
場　所 　コスモホール （情報文化センター）
定　員 　先着550人　　入場料　無料（ただし、入場整理券が必要）
※入場整理券は10月２日㈫から、阿南市立図書館3館、情報文化センター、文化会館（夢
ホール）、市民会館、阿南市役所、那賀川・羽ノ浦支所で、１家族５枚までお渡しします。

ピアノ・チェロ・バイオリンの生演奏でおくる音楽影絵劇

『100万回生きたねこ』

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
2日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

3日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

4日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

12日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40
山 口 分 館 前 14：50～15：20

16日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
16日 ㈫ 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10

橘 団 地 前 14：30～15：00
17日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
18日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
23日 ㈫ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
24日 ㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
25日 ㈭ 橘町旧井内新聞店前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

阿南図書館　☎ 23‒2020　　那賀川図書館　☎ 42‒3111　　羽ノ浦図書館　☎ 44‒2100

○おはなし会　（図書館まつり協賛）

○ブックリサイクル　（３館合同）　～意外な掘り出し物があるかも！～

阿 南 図 書 館 10月28日㈰　14：00 ～　寸劇「きたかぜとたいよう」 ほか
那賀川図書館 10月28日㈰　11：00 ～　人形劇「ばけくらべ」 ほか
羽ノ浦図書館 11月10日㈯　14：00 ～　大型絵本「どんぐりたろうのき」 ほか

図書館で保存期限が過ぎた雑誌、ご家庭で不要になった本を集め、無料でお持ち帰りいただけます。
期　間 　10月28日㈰～ 11月18日㈰　10：00 ～ 18：00　※図書館の休館日にご注意ください。
場　所 　那賀川図書館　市民ギャラリー（お持ち帰り用の袋はご持参ください。）

図書館ではブックリサイクルのため、本を集めます。
ご家庭で読まなくなった本、要らなくなった本をお譲りください。

受付期間 　10月2日㈫～ 21日㈰　　　受付場所 　阿南・那賀川・羽ノ浦図書館
※汚れ・落書きのある本、百科事典、カタログ等はご遠慮ください。くわしくは各図書館まで。

3館の休館日　10月 1日㈪・8日㈪・9日㈫・15日㈪・22日㈪・26日㈮・29日㈪

あなん図書館まつり2012

※図書館まつり準備のため10月の月末整理日は26日㈮です。

※演出上会場内は暗くなりますので、小さなお子さまはご注意ください。　
問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

佐野洋子原作の絵本「100 万回生きたねこ」を幻想的
な影絵と生演奏でお届けします。

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23－2020
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移動図書館「わかたけ号」　10月の巡回日程



第５回小学生タックスセミナー
参加者募集 
日時　11月10日㈯　9：00 ～ 16：00
集合・解散場所　商工業振興センター
１階（ＪＲ阿南駅東口）
オリエンテーリング
県立神山森林公園イルローザの森
対象者　小学４～６年生と保護者
申込締切日　10月17日㈬（申込順）
※参加費無料で、昼食付き。

 阿南法人会（☎23－1055）へ

第38回春日野まつり開催 
日時　10月７日㈰　13：00 ～ 21：00
場所　春日野グラウンド周辺（羽ノ浦町）
内容　じゃんけん大会・「あめご」つかみ
　　　取り大会・パットライス・子どもさ
　　　んとお年寄りの輪投げ・もち投げ
　　　など
　　　※夜店も出ます。

 春日野まつり実行委員会　船田
　 （☎090－1575－1630）へ

真
まっ

向
こう

法
ほう

体操で真の健康に！
健康は正しい姿勢からと言われています。
真向法は正しい姿勢を作る健康体操で
す。四つの動作で股関節を柔軟にして、
腰痛や肩こりを予防します。あなたもこの
機会にぜひ始めませんか。
【阿南真向会富岡教室】
日時　毎月第２火曜日 9：30 ～ 10：30
 18：00 ～ 19：00
　　　毎月第２水曜日 19：00 ～20：00
場所　富岡公民館

 石澤（☎23－3310）へ
【阿南真向会見能林教室】
日時　毎月第３火曜日　18：00 ～ 19：00
場所　見能林公民館

 杉本（☎22－5140）へ
【阿南真向会憩教室】
日時　毎週土曜日　9：30 ～ 11：00
場所　富岡老人憩いの家

 西田（☎090－6289－3031）へ

第31回
徳島矯正展
受刑者が一日も早
い更生復帰をめざして技術の習得に励み、
真心を込めて製作した作業製品を販売展
示します。
日時　10月20日㈯　9：00 ～ 15：30
場所　徳島刑務所（駐車場約300台）
内容　所内見学等各種イベント、ビデオ
放映、性格検査の実施、受刑者の文芸作
品等の展示、刑務所作業製品展示・販売

 徳島刑務所企画部門
　 （☎088－644－0114）へ

くらしの
サポーター
募集中! 
県から発信される消費者情報を周りの消
費者（家族、友人、近所や職場など）に
広めたり、周りの消費者の相談を県消費
者情報センターにつなぐなどのボランティ
ア活動をする18歳以上の方と団体を募集
しています。

 徳島県消費者情報センター
　 石川・島川（☎088－623－0612）へ
　 （水曜日・祝日・年末年始を除く）
　 http://www.pref.tokushima.jp/shohi/

在住外国人のための日本語教室
日時　10月７日～平成25年３月10日の毎
　　　週日曜日　10：00 ～ 12：00
場所　富岡公民館　講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半年20回分）
教材　「みんなの日本語１」、「みんなの日
　　　本語２」各2,500円
申込方法　申込用紙（公共施設に備え付
け）に必要事項を記入のうえ提出、また
は電子メールでお申し込みください。

 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
e-mail himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

合気道教室練習生募集
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心
を養ってみませんか。子どもたちの強く、
優しく、たくましい心と身体の育成を願っ
て教室を開いています。
対象年齢　５歳～ 15歳
稽古日時　毎週金曜日 19：00 ～ 20：00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途、入会金2,000円が必要です。

 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構職業訓練生募集
募集訓練科　ＣＡＤ製図科
訓練期間　11月１日㈭～平成25年１月30
　　　　　日㈬
対象者　公共職業安定所に求職の申し込
みをしている方など（選考があります）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　10月５日㈮まで

 徳島職業能力開発促進センター
　 （☎088－654－5102）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

初心者対象パソコン教室
日時　11月10日～ 12月８日の毎週土・日
　　　① コース13：00 ～ 14：50　
　　　② コース15：10 ～ 17：00
場所　情報文化センター（コスモホール）
講座内容　作品作り、ワード、デジカメ
※各講座とも①②コースを選択。
受講料　3,000円
定員　各コース15人（申込順に受付）
※くわしくはお問い合わせください。

 ＮＰＯ法人いきいきネットとくしま
　 県南支部事務局　岸

（☎090－8690－3704）へ
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広報あなん12月号への掲載は
10月31日㈬までにお届けください。



若者の就労相談会 （予約制）	
働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　10月18日㈭　13：00 ～ 17：00
場所　文化会館１階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

市民の情報ひろば

「出張労働相談会」を開催 

解雇や賃金未払いなどの労使間トラブル
について、弁護士など県労働委員会委員
が、解決のためのアドバイスをします。
日時　10月４日㈭　13：30 ～ 16：00
　　　（受付　13：15 ～ 15：30）
場所　南部総合県民局美波庁舎新会議棟
　　　３階「301会議室」
内容　解雇・賃金未払い・配転など労使
　　　間トラブル
相談員　弁護士など県労働委員会委員
費用　無料
※できるだけ事前予約（前日17：00まで）
をお願いします。なお、相談日当日の受付
もいたします。労使間トラブルの解決のお
手伝いをするため、県労働委員会では相
談やあっせん申請を随時受付しています。

 徳島県労働委員会
　 （☎088－621－3234）へ

「わが母の記」上映会
昭和の文豪、井上 靖の自伝的小説を豪華
キャストで描く親子の絆の物語。
日時　10月13日㈯　14：30 ～ 16：27
　　　　　　　　　 18：30 ～20：27
場所　市民会館
入場料　一般（前売1,000円、当日1,300円）
　　　　学生・シニア1,000円
※託児あり。事前にお申込みください。

 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

ネイチャーゲーム自然と遊ぼう
月例会	(10月～12月)
対象　小学生以上（幼児は保護者同伴で可）

日程

▼10月14日㈰　10：00 ～ 12：00 ／種で遊
ぼう（才見町・東部自然公園） ▼11月４日
㈰　10：00～12：00／畑のネイチャーゲー
ム教室（徳島市丈六町栗田「グリーン丈六」
近くの畑）定員：20人　締切：11月１日
㈭ ▼12月16日㈰　10：00 ～ 12：00 ／冬の
草七草さがし（徳島市丈六町栗田「グリー
ン丈六」近く）
持ってくるもの　運動着、帽子、水筒
参加料　１人100円（11月のみ200円）

 阿波南部ネイチャーゲームの会　
　 松田（☎080－5665－1567）へ

司法書士による無料相談会
日時　10月４日㈭　10：00 ～ 15：00
場所　ひまわり会館
相談例　 ▼相続を開始したが、土地や家
屋の名義をまだ書き換えていない ▼クレ
ジットカード会社や消費者金融からしつこ
く借金返済の催促を受けている ▼知的障
害を持つ子どもの将来が心配 ▼アパート
を退去する際、多額の原状回復費を請求
された

 徳島県司法書士会
　 （☎088－622－1865）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

求職者支援訓練
受講生募集
募集科目　介護職員
基礎研修科（６カ月）
訓練期間　11月５日
㈪～平成25年５月２
日㈭　9：30 ～ 16：20（土・日・祝日除く）
募集期間　10月５日㈮まで
対象者　公共職業安定所に求職の申し込
　　　　みをしている方等
定員　20人（選考があります）
※受講料は無料、テキスト代等は必要。
申込方法　居住地を所管する公共職業安
　　　　　定所へ

 株式会社ライテックエンジニア
　 （☎24－9410）へ

第２回あなん丼認定店大募集 
日時　11月４日㈰　11：00 ～
場所　ひまわり会館　グルメルーム
対象　阿南市内飲食店で、ハモなど阿南
　　　特産の食材を使用した丼を１年間
　　　提供できる方
参加費　10,000円　
申込方法　申込用紙を10月19日㈮までに
事務局まで提出してください。

 阿南商工会議所青年部事務局
　 （☎22－2301）へ

那賀川源流コンサート
那賀川の上流から下流までの流域住民の
交流促進を願い那賀川源流コンサートを
開催します。
日時　10月28日㈰　10：30 ～ 12：30
場所　四季美谷温泉前広場
※阿南市役所横見駐車場より会場まで無
　料で送迎します。（先着順で締切ります。）

 那賀川河川事務所
　 調査・品質確保課（☎22－6562）へ

第21回羽ノ浦中学校
マンドリン部定期演奏会
日時　10月７日㈰　14：00開演
場所　情報文化センター（コスモホール）
曲目　舞踊風組曲第２番、お祭りマンボ、
　　　アニメメドレー、マンドリンオリジ
　　　ナル曲から童謡、ポピュラーなど
※入場無料です。

 羽ノ浦中学校（☎44－2045）へ
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夢見竹のかくれんぼ

日時　10月6日㈯　18：00開演
　　　　　7日㈰　13：00・17：00開演
場所　夢ホール・阿南市文化会館（富岡町）
内容　阿南の竹林を舞台に、竹の子達が
捲き起こす不思議な出来事…。当日券は、
大人2,000円、高校生以下1,000円。チャ
リティーシート（指定席券500円）は、下
記事務局のみで取り扱っています。

 実行委員会事務局（☎22－0268）へ

気仙沼復興支援あなん市民ミュージカル

脚本演出 /遠藤吉博　振付 /鎌田真由美　音楽 /玉麻尚一



阿波踊り体操教室
日時　10月12日㈮　10：00 ～ 11：00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　※田中先生は11月に変更です。
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参　飲み物、タオル、健康手帳（無い
　　　方は交付します）
	保健センター（☎22－1590）へ

リフレッシュ体操
日時　10月17日㈬　10：00 ～ 11：00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　森　友美さん
対象　おおむね65歳以上の方
　　　（運動制限のない方）
持参　タオル、健康手帳（無い方は交付し
　　　ます）
	保健センター（☎22－1590）へ

大腸がん検診
実施期間　10月１日㈪～ 12月15日㈯の診
　　　　　療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　40歳以上の市内在住の方
費用　1,100円
受診時に必要なもの
・がん検診の受診券
　（６月末に対象者に郵送済みのはがき）
・自己負担金
・健康手帳（持っている方）

阿南市国民健康保険加入者、高齢受給
者、後期高齢者医療制度加入者の方は、
健康保険等被保険者証をお持ちになれば
無料になります。また、大腸がん検診無
料クーポン券対象者はクーポン券をお持
ちになれば無料になります。
	保健センター（☎22－1590）へ

C型肝炎給付金請求手続きは
平成25年1月15日㈫まで
特定の血液製剤によりＣ型肝炎ウイルス
に感染された方に給付金のお知らせです。
出産や手術における大量出血の際に、特
定の血液製剤を投入されたことによって、
Ｃ型肝炎ウイルスに感染された方に、給
付金を支給しています。くわしくは、厚生
労働省ホームページまたは相談窓口へお
問い合わせください。
	厚生労働省（☎0120－509－002）へ

　 平日9：30 ～ 18：00まで

 献血にご協力ください （10月）

※400ml献血のみの実施です。
	徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

17日㈬
南部総合県民局阿南庁舎 富 岡 町 9：30～11：00
岡 部 機 械 工 業 津乃峰町 11：40～13：30

18日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町
10：00～12：30
14：00～16：30

23日㈫

阿 南 農 業 協 同 組 合 桑 野 町 9：30 ～10：50
道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 12：40 ～14：00

国土交通省四国地方整備局
那 賀 川 河 川 事 務 所 領 家 町 14：40 ～ 16：10

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

佐藤千恵さんによる講話・実技「ぬ
り絵で認知症予防」

持参　健康手帳（無い方は交付します）

	保健センター（☎22－1590）へ

10月の日程 場　所

２日㈫
10：00 ～ 11：30 新野公民館

13：30 ～ 15：00 宝田公民館

3日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

9日㈫ 10：00～11：30 中林ふれあい会館

10日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

12日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽ノ浦公民館

15日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長生公民館

22日㈪
10：00～11：30 大野老人憩いの家

13：30～15：00 橘町総合センター

23日㈫
10：00～11：30 椿公民館

13：30～15：00 椿泊老人憩いの家

ザ・男の料理教室
日時　10月25日㈭　10：00 ～ 13：00
場所　ひまわり会館
対象　市内在住の40歳以上の男性
定員　20人
内容　講義と調理実習
参加費　調理実習費として400円
申込み　10月15日㈪まで
	保健センター（☎22－1590）へ

心の健康教室
疲れているのに、眠
れないことはありま
せんか？うつ状態に
陥る前に、 心の 健
康管理の方法を知っ
ておきましょう。
演題　「働く世代の
　　　心の健康管理｣
場所　阿南市商工業振興センター
入場料　無料　（申込不要）
●10月３日㈬　14：00 ～ 15：30
　講師　ＴＡＯＫＡメンタルクリニック
　　　　医師　洲﨑日出一さん
●10月５日㈮　19：00 ～ 20：30
　講師　田岡東病院
　　　　医師　鳥海和広さん
	保健センター（☎22－1590）へ
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【10月の休館日】
1日㈪・ 9日㈫
15日㈪・22日㈪
　　　　 29日㈪

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ

 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎ 21－ 3030）へ

健康いきいき情報



地域子育て支援センター10月 関西・関東地方で風しんが
流行っています !
予防接種未接種の方や妊娠適齢期の方は
注意が必要です。外出後の手洗い・うが
いも大切ですが、予防には予防接種が有
効です。次の日程で、麻しん・風しん混合
ワクチンの接種を無料で行っておりますの
で、早めに接種を済ませましょう。

【第１期】
１歳の誕生日～２歳の誕生日前日まで

【第２期】平成18年４月２日～平成19年４
月１日生まれの方

《平成20年度からの５年間の時限措置》
【第３期】
平成11年４月２日～平成12年４月１日生ま
れの方（中学１年生相当）

【第４期】
平成６年４月２日～平成７年４月１日生ま
れの方（高校３年生相当）
※第２期～第４期対象の方は、平成25年
３月31日までが無料期間です。

 保健センター（☎22－1590）へ

つどいの広場・すくすくin阿南
元保育士・幼稚園教諭による子育て相談や
子どもと保護者間の交流の場です。ぜひ
お越しください。
時間　9：30 ～ 11：30
日程　12日㈮　桑野公民館
　　　24日㈬　福井公民館
　　　26日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは、
2日㈫、5日㈮、9日㈫、16日㈫、19日㈮

 こども課（☎22－1593）へ

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

1日㈪　英語で遊ぼう
5日㈮　高齢者とのふれあい会

10日㈬　ふれあい動物教室
15日㈪　発育計測・健康相談
18日㈭　お誕生会
19日㈮　臨時休園
22日㈪　発育計測
24日㈬　いもほり体験（雨天時は25日に順延）

26日㈮　お話ころりん
	那賀川子育て支援センター

　 （☎0885－38－1163）へ

10月

岩城クリニック
病児・病後児保育だより
絵本の読み聞かせや交流を行います。
日時　10月20日㈯　14：00 ～ 15：00
場所　岩城クリニック３階　保育室
	岩城クリニック病児・病後児保育専用

　 （☎080－1998－7476）へ
　 ※受付時間は9：00 ～ 17：00

阿南ファミリーサポートセンター
おいしい！たのしい！親子うどん作り体験！！
日時　10月５日㈮　10：30 ～ 13：00
場所　よんでんエネルギープラザ阿南
　　　２階（現地集合・解散）
内容　親子で名店七福うどんの手作り体
　　　験をしてみませんか？
対象　小学生とその保護者の方
参加費　無料（入会無料）
※申込順とさせていただきます。
持ってくるもの　エプロンと三角巾
	阿南ファミリーサポートセンター

　 （☎24－5550）へ

子育て一言メモ

おけいこごとって楽しい？
　小さい時分から、多くの子どもたちがおけ
いこごとをしています。
　保護者として「何か習わせなければ」と焦
る気持ちもわかりますが、「○○ちゃんがピ
アノを習っているから自分の子もやらせたい」
など、周りの状況に惑わされて始めるのはや
めましょう。
　大切なことは、わが子が興味をもってやり
たがっているかどうかということです。
　基本的に、子ども自身が興味をもち、やる
気のあるときは、習いごとも楽しくでき、お
のずと上達してくるものです。
　もっとも気をつけたいのは、子どもに負担
を感じさせ、苦手意識をうえつけてしまうこ
とです。
　子どもの気持ちを大切にして、親子で楽し
みながら習いごとを続けることができるとい
いですね。

　　　　　　　学校教育課

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 みんなのひろば ☎44－5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

2日㈫　作って遊ぼう
12日㈮　人形劇　お子様ランチ
16日㈫　お話を聞こう　　　　　　　
23日㈫　お誕生会
26日㈮　身体計測　10：00 ～ 11：00
　　　　※母子手帳をご持参ください。
30日㈫　阿南市子育て支援合同運動会
5日㈮・９日㈫・19日㈮　うたってあそぼう

 
 にこにこひろば ☎42－0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

2日㈫　楽しいリズム
9日㈫　作っちゃおっ !

16日㈫　お話のポケット
23日㈫　お誕生会、米粉パン作り
30日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

 ふれあいひろば ☎27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

2日㈫　お話大好き
9日㈫　作って遊ぼう

12日㈮　ミニコンサート(保育所と合同)
16日㈫　楽しく遊ぼう
18日㈭　子育て講座
23日㈫　お誕生会
30日㈫　阿南市子育て支援合同運動会

 なかよしひろば ☎ 21－ 2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

2日㈫　作って遊ぼう
9日㈫　お話のポケット

16日㈫　みんなで遊ぼう
23日㈫　お誕生会
30日㈫　阿南市子育て支援合同運動会
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子
ど
も
国
会
で
紡
い
だ
き
ず
な

富
岡
小
学
校
６
年
　
山
本 

千
尋 

さ
ん
（
富
岡
町
）

委員会では「世界の人たちとの
きずな」について話し合った。

第２委員会の委員長として発言する様子。

参議院本会議場に登壇して発言する様子。

⑶

　

参
議
院
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
平
成
９

年
に
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
国

会
」
が
、
平
成
24
年
７
月
29
日
、
30
日
の
２

日
間
、
12
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
子
ど
も
国
会
」
は
、
子
ど
も
議

院
（
小
学
５
・
６
年
生
の
中
か
ら
全
国
で

１
５
０
人
）
に
選
ば
れ
た
私
た
ち
が
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
未
来
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か

を
話
し
合
う
た
め
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

テ
ー
マ
別
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会
で
意
見

を
交
わ
し
、
本
会
議
に
お
い
て
「
子
ど
も
国

会
宣
言
」
と
い
う
１
つ
の
提
言
を
共
同
で
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
提
言
を
こ
れ
か
ら
の
参
議

院
の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
国
会
議

員
を
は
じ
め
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

私
が
「
世
界
の
人
た
ち
と
の
き
ず
な　

第

２
委
員
会
」
の
委
員
長
と
し
て
、
提
言
案
を

ま
と
め
て
み
る
と
、
私
と
同
世
代
の
子
ど
も

た
ち
の
心
の
中
に
は
、
外
国
が
支
援
し
て
く

れ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
が
あ
っ

て
、
日
本
人
は
や
っ
ぱ
り
「
礼
儀
正
し
く
、

思
い
や
り
深
い
、
誇
れ
る
民
族
だ
。」
と
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
外
国
と
の
密

な
交
流
が
絶
対
的
に
必
要
だ
と
委
員
全
員
が

感
じ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
世
界
の

人
た
ち
へ
向
け
て
実
行
で
き
る（
技
術
支
援
・

救
出
活
動
な
ど
）
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
で
す
が
、
子
ど
も
に
も
で
き
る
範
囲
の

こ
と
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
収
集
な
ど
）
は
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
活
発
な
意
見
交
換
で
ま
と
め
た
提

言
を
「
本
会
議
」
で
発
表
し
ま
し
た
。
思
っ

た
よ
り
落
ち
着
い
て
言
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

野
田
総
理
大
臣
は
、
私
た
ち
の
ま
と
め
た

「
子
ど
も
国
会
宣
言
」
を
こ
れ
か
ら
の
国
の

仕
事
に
活
用
し
て
い
く
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
本
当
に
実
行
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
理
は
、
私
た
ち
に
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
支
え
て
ほ
し
い
と
願
い
を
た
く

し
、
世
界
の
中
で
の
日
本
の
立
場
を
よ
り
良

い
も
の
と
す
る
た
め
に
、「
世
界
を
舞
台
に

人
類
全
体
に
貢
献
す
る
と
い
う
志
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　

私
は
、「
良
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
な
あ
」

と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
議
長
が
閉
会
を
宣
言
し
た
瞬
間
、
大

き
な
長
い
拍
手
が
起
こ
り
、
と
て
も
長
か
っ

た
よ
う
な
短
か
っ
た
よ
う
な「
子
ど
も
国
会
」

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
全
員
か
ら
「
ふ
ー
っ
」
と
力

が
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
が
し
、
達
成
感
が
ジ

ワ
ッ
と
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

　

私
は
、
と
て
も
熱
気
が
あ
り
、
充
実
し
た

２
日
間
の
出
来
事
を
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
で
も
真
剣
に
考
え
、
議
論
し
、
提

言
を
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
。
協
力
し
て
く
れ
た
子
ど
も

議
員
の
み
ん
な
に
も
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

全
国
各
地
に
知
り
合
い
が
で
き
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
こ
の
き
ず
な
を

よ
り
強
く
結
ん
で
い
く
こ
と
を
心
が
け
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。



法律相談（要予約）   ４日㈭・18日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 １ヵ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談  ９日㈫・23日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談   26日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 ３日㈬
 13：30 ～ 16：00　  椿公民館・ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談     30日㈫
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 2・9・16・23・30 日　 13：00 ～ 17：00
 12・26 日　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室　  随時
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約）
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 １ヵ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※ 11 月の相談日は１日㈭です。

健康相談    ５日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約）  18日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階　  前日まで
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談    14日㈰
 9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 　1日㈪･15日㈪・22日㈪・29日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　9：00 ～ 17：00

10月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00 ～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。） 

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
７日 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎ 27―3334
８日 玉真病院 宝 田 町 ☎ 23―0551

14日 村上内科外科医院 那賀川町 ☎ 42―3110
21日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22―1313
28日 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎ 23―3306

 開催日　  時間　  場所　  予約受付　  問い合わせ先

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～
■市県民税（第３期）
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10 月３１日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

市税日曜相談窓口（市役所１階納税課）
10月28日㈰　8：30 ～ 17：00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

10月の市税

人口　77,537 人（ ＋10）　世帯数 29,981 世帯（ ＋15）
（男）　37,390 人（ ＋9）    
（女）　40,147 人（ ＋1）　

人口と世帯数

●平成24年８月末日現在カッコ内は前月対比
※住民基本台帳法の改正に基づき、７月９日
から外国人住民を含んでいます。

今月はありません

10月の相談

５月の市税スポーツ施設の10月の休館日
サンアリーナ １・９・15・22・29 日
那賀川スポーツセンター ３・10・17・24・31 日
羽ノ浦総合国民体育館 １・９・15・22・29 日
羽ノ浦健康スポーツランド １・９・15・22・29 日

　８月31日の夜、警報音とバイブレーションで
緊急速報メールが届きました。翌日、職場で
何人かに着信状況を確認したところ、半数以
上が未受信と、意外な答えが返ってきました。

その多くは「緊急速報メール」対応機種でなかったそうです。
皆さんはどうでしたか。市では、10月15日㈪12：30にテスト
配信を行いますので、再度ご確認ください。
　さて、９月26日に「東京・阿南ふるさと会」が発足しました。
首都圏で活躍している阿南市出身者の人的ネットワークが、
今後の阿南市の新たな地域創造や課題解決につながると期
待されています。阿南市東京事務所では、こうした活動をサ
ポートし、「東京発“あなん”」を発信するホームページを近日
中に開設する予定です。こちらもご覧ください。（山田）
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第 75 回

平成24年度阿南市総合防災訓練に援助として参加。（陸上自衛隊徳島駐屯地）

　
「
個
の
力
を
結
集
し
て
、
民
間
か
ら
防
災
・

減
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」。
そ
ん

な
思
い
が
形
と
な
り
、
平
成
24
年
１
月
１
日
、

全
国
で
も
珍
し
い
防
災
士
の
グ
ル
ー
プ
「
阿

南
防
災
士
の
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
は
32
人
。
ど
こ
に
い
て
も
つ
な
が
っ
て

い
る
「
空
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
ブ

ル
ー
の
ベ
ス
ト
と
帽
子
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
で
す
。

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

減
災
と
社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動

が
期
待
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
か
ら
認
定
を

受
け
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
全
国
で

５
万
２
７
４
６
人
（
７
月
末
現
在
）
の
方
が

資
格
を
有
し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
役
割
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ

あ
り
ま
す
。
❶
災
害
時
の
公
的
支
援
が
到
着

す
る
ま
で
の
被
害
の
拡
大
軽
減
❷
災
害
発
生

後
の
被
災
者
支
援
の
活
動
❸
平
常
時
の
防
災

意
識
の
啓
発
、自
助
・
共
助
活
動
の
訓
練
で
す
。

「
阿
南
防
災
士
の
会
」
で
は
、
地
域
の
防
災
訓

練
な
ど
に
参
加
し
て
、
防
災
・
減
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
還
元
す
る
ほ
か
、
情
報
の

共
有
化
を
図
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

研
修
会
や
講
習
会
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
長
の
西
尾
博
幸
さ
ん
（
64
歳
・
長
生
町
）
は
、

「
会
員
一
人
一
人
が
使
命
感
を
持
っ
て
、
有
効

な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
・
協
力
し
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
版
「
防
災
白
書
」
で
は
「
新

し
い
公
共
の
力
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
防
災

士
。
東
日
本
大
震
災
後
の
防
災
意
識
の
高
ま

り
の
な
か
で
、
防
災
士
へ
の
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防災とボランティアの日（１月17日）に行われた発足式の様子。

阿南防災士の会


